左側面 


キャビネット背板 


y 


窗 


(キャビネット内側-左側面） 


推奨コンセント 

パナソニック電工（株）製 
WKS 294 露出型接地付ち型コンセント 

コンセントは、左図のように電源プラグを差 
し込んだ時コードび下側になるよラに取0付 
けて < ださい。 

電気工事費、接地工事費は本製品の価格には 
含まれておりません。 



f 取付設置はこの「取付設置説明書」 

■■ に従ごて確実に行う 

設置に不備びあると機器の損傷による 
けびや、感電-火災の原因となることび 
ありまず。 

電気配線工事は法を等に従って) 
■耀ぶホじ端有資格者」が行う 

IS 不備びをると感電 • 無の原因に 
なることびありまず。 

アースを確実に取り付ける 

•，瓣や漏電のときに關のおそれび 
ぁりまず。 

必ず指定の電源容量上の 
専用回路とずる 

他の器具と同陆こ使用したり、電気容量1；<(下 
の場合異常発熱し、义巧の原因となります。 


〇 


異常•故障時には、直ちに使用を中止し、専用ブレーカーを切る 

発火や発煙、感電のおそれびあ0まず。 

異常-故障例 

♦ブレーカーび落ちる。 

♦異常なにおいや音びずる。 

• ドアに著しいガタや変形びある。 

♦触ると電気を感じる。 


V ノ 

注意 

' 庫内の包装材は取り出ず 

焦げ、変あ、発火のおそれびありまず。 

V 

運乾中は、ドア•庫内など 1 
高温部に触れない 

やけどのおそれびあ 0 まず。 

^お願い 

取扱説明書および取付設置説明書（本書）は必ずお客様にお渡しください^ 


な か於す法図 


(注）指定仕様の収納キャビネット設置時の寸法図でず。 


596 (製品幅寸） 


46 


巧 


570 (キャビネット內寸） 


61日〜617 


536 (製品奥行） 


単位： mm 


己9〜62 




電源工事の確認 

•単相2日 OV 専用回路（電源電圧チェック）で工事され、所定位置にコンセントが取り付けられていること 
をご確認ください。 

司キャビネットの確認 

• 組み込むキャビネットが本機器組み込み指定仕様の収納キャビネットであることをご確認ください。 



t 


的回 - A-A 

巨 10 

595仙 


天巧 


を測板： 4-¢2.已（深さ11 mm) 
\ち測板： 4-¢2.已（深さ 11mm) 


側巧內面 


18.目±0.2 


互包装材料を取りがし、取付設置用付属部品を確認ずる。 

• 本製品取付設置には、下記におず『機器本体同捆の取付設置巧付属部品』と共に、別途『別販部巧』び必要でず。 
下記図によりご確認ください。 

(1) 【機器本体同個の取付設置用付属部品】 

弹位： mm ) 


吸気カバー 

吸気カバー下 

皿タツピンネジ 

丸皿タツピンネジ 

木ネジ 



や 4 X 3 已に本） 

X 

04 X 10 (4 本） 

04 X 12 (3 本） 


(吕）【別販部材】（扱い：パナソニック電工（巧）システム部材開発センター） 

• 品名：フラットインオーブン用取付金具 
• 品番： AD - WBWKA 2 已 
• 希望ル売価格6,825円（税抜曰,500円） 

(ま）本部材の取0付け手順、および取0付け方法は本『取付設置説明書』に従って<ださい。 

(単位： mm ) 


■ お守りいただく内容を;夕の図記号で説明していまず。 

(次は図記号の例です） 


37±已 


電源コンセント 


Panasonic な 取付設置上のお願い 


取付設置説明書 

フラツトイン電気オーブンレンジ 


単巧 SOOV 品き NE-WB761P 


Oil ) この製品は単ホ目 200 V 仕様でず。取付設置の前に必ず電源電圧をご確認ください。 

妊 2) この製品は指定仕様の収納キャビネットを必要としまず。取付設置の前に必ず本機器 
組み込み指定仕様の収納キャビネットであることをご確認ください。 


取付設置される 
ちへのお願い 


•電源工事が10 OV で工事されている場合は、表示に rH 04 J を表示しまず。 

必ず、電気工事ご担当ちに電源工事の見直しをご依頼ください。 

• この器具を正しくををにご使用いただくために、指定された取付設置を行ってください。 
• 試運おを必ず行い、取扱説明書に従ってお客様に正しい使い方をご説明ください。 

•この説明書は取付設置完了後必ずお客様にお渡しください。 

• 取付設置説明書に従わなかったために生じた故障•事故などについては責任を負いかねまず。 


CE 巧を上のご注意 


(取付設置上のごま意）必ずお守り<ださい。 


•取付設置の前に、この「ま全上のごミち意」をよくお読みのうえ取付設置してくださし、。 

人への危害、財産への損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 

■ 誤った使いかたをしたときに生じるを害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A \ ち巧 

「死 t や重傷を負ラおそれび大さい内容」でず。 

A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」でず。 

A 注意 

「傷害を負ラことや、財産の損害び発生ずるおそれびある内容」でず。 


■ この製品は、指定仕様の収納キャビネットに組み込んで使用ずる組み込み形電気才ーブンレンジでず。 

• 必ず指定仕様の収納キャビネットをご使用ください。 


■ 防义上の離隔距離 


消防法基準適合組込お 


場所 

離隔距離 （ cm ) 

場所 

離隔距離 （ cm ) 

上方 

1.2 

前方 

爛胁 

左ち 

0.6 

後方 

曰.日 

ち方 

0.6 

下方 

0 


この電気オーブンレンジは「消防法設置基準」に 
基づ<試験基準に適合していまず。 

指定仕様のキャビネットをご使用いただくことで左表の 
距離を保てるよラになっていまず。 

必ず指定仕様のキャビネットをご使用ください。 


CE 電気工事および接地工事 


電源容量：単相200V • 20A の専用回路を設置のこと 


■ 電源工事や接地工事は r 電気設備技術基準」な5びに r 内線規定」等関連ずる法を•規定に従っ 
て、必ず r 法的有資格者」の方で巧ってください。 

■電源は必ず r 漏電ブレーカー付専用回路」としてください。 

■アースエ事を必ず行ってください。（「□種接地工事」のこと） 

•必ず推奨の r 接地付コンセント」をご使用ください。 

• アースエ事は電気工事±の有資格者び D 種接地工事をずるよラ、法令で定められていまず。 

• アースはガス管や水道管、電話や避雷針のアース回路および漏電遮断器を入れた他製品のアース回路には 
絶対に接続しないでください。（法令で禁止されていまず。） 

• 設置場所の変更や転居の際には、必ず再度コンセントのアースエ事を行ってください。 


電源コンセント位置 


禅位： mm ) 



7已 


正面図 


側面図 


• 定格仕様 


定格電圧 

AC 200 V 

最大消費電力（同時加熱時） 

3.1 已 kW 

高周波出力 

8日日 W 


飾り金具は上飾り U に両面テープ’にて仮固定しておりまずので、キャビネットに取り付け前に部品を 
ご確認ください。 


A ちお 




絶巧に分解*修理*改造は行わない 

感電•発乂-異常動作によるけびのおそれびあ0まず。 


⑩ (1) 

してはいけない内容でず。 

〇〇 

実行しなければならない内容でず。 


A 警告 


〇 


取付設置の前に必ずご確認 < ださい。 


巧付設置前の確認 


別販部ネオ偏番： AD - WBWKA 2 已）に 

同捆 

取付金具左 

取付金具ち 

上飾 0 U 

飾り金具 

木ネジ 

クッション横 

り本） 

り本） 

(1 本） 

(1 本） 

04 X 12 (13 本） 

に本） 

( T 3 XW 10 XL 534) 


0-= F 0 ブの 


度。 

1^ 


9ママ ト9 

(わ鹏昭就)—^ 



























































































































































































































































機器本体 



簡易台 


禅位： mm ) 


本体の固定 



本体ドアを開さ、本体前面の左ちに設けられた 
固定ネジ巧を介して、左ちの固定金具に、本体同おの 
丸皿タツピンネジ （04x10) 4本で固定ずる。 


む上で本体取付設 置 完了でず。 


固本体の組み込み 

取付金具上 


電源コンセント 


固定金具左 



あらかじめ電源を接続した後、本体後部を収納キャ 
ビネットの棚板にのせ、本体び収納キャビネット前 
面に設けた『固定金具』に当たるまで巧し込む。 

(ミ主 1) 本体組み込み時、電源コードを本体と棚板間 
にはさみ込まないよラにごを意ください。 

(を 2) 本体組み込み時は、キャビネットおよびキャ 
ビネット開口周囲に取り付けた金具を傷つけ 
ないよラにしてください。 

•組み込み作業の際は、必ず左図のよラな簡 
易台を準備ずるか、二人で行ってください。 


〇取付設置完了後の確認 


パナソニック株式会社キッチンアプライアンスビジネスユニット 

〒己 39- 1188奈良県大和郡山市筒井巧曰00 

© Panasonic Corporation 2008 A 日3131 U8 1 N 


取扱説明書に従い、取付設置状態の確認と試運転を行つてください。 

参お願い 

試運転の前に、オーブン庫内へ同捆の調理用付属品および同捆部材は、必ず全て出してください。 


妊 1)「 H04」 表示び出たら、電源び 100V で工事されていまず。必ず電気工事担当到こ電源工事の見直しを 
ご依頼 < ださい。 

• なお、 「H04」 表示は誤使用防止のため専用ブレーカーを切らないと消えません。 

(を 2) 電源を投入ずると表示部に 「HELLO」 と表示し、操作ボタンび点巧して操作ずることびでさまず。 
その後ドアを閉め、何をしなければ約2分で電源び切れまず。（自動電源オフ機能） 

自動電源オフの状態でドアを開けただけでは電源は入りません。（庫内巧ち点灯しません） 

電源を入れるとさには必ずドアを開閉してください。 


な 本化の組み込み作業 


上金具の取り付け 

(ま）本部品は刷販部な』（品番： AD-WBWKA2 已）に同捆していまず。 

収納キャビネットの機器組み込み部上前面にキャビネット 
天板前面と天板内側面に当てるよラに設定し、上飾 0U 
(飾り金具は仮固定）を下図のよラに合わせて、天板内面に 
あらかじめ開けられたネジ下巧を使用して、別販部材に同捆の 
木ネジ (04 x12) 已本で固定ずる。 

上飾り U 



飾りサイド 




\ 


レ 

飾り金具 


クッション横の貼り付け 

妊）本部品は刷販部材』（品ま： AD-WBWKA2 已）に同個していまず。 

収納キャビネットの機器組み込み部両側板の前面に、下端面を 
基準に両側板前面の内におって貼り付ける。 



クッション横 下端面（貼り付け基準） 

固定金具の取り付け 

蛙）本部品は『別販部な』（品番： AD-WBWKA2 已）に同捆していまず。 

固定金具を、収納キャビネットの側板前面に貼り付けられた 
クッション横の前面と側板の内側面に当てるよラに設定し、 
側板左ち内面にあらかじめ開けられたネジ下巧を使用して、 
別販部巧に同捆の木ネジ（ホ 4x]2) 8本で固定ずる。 



团吸気カバー下の取り付け 

(ま）本部品と取付ビスは機器本体に同捆していまず。 



収納キャビネット底板の前側端面に吸気カノ（一下の 
フランジを当てて、あらかじめ開けられたネジ下巧を 
使用して、機器本体に同おの木ネジ（や 4x12) 3本で 
固定ずる。 


吸気カバーの取り付け 

蛙）本部品と取付ビスは機器本体に同捆していまず。 


04 X 3 已皿タツピンネジ 
に本） 



棚板 


棚板 



(1) 吸気 カバーの 装着 

収納キャビネットの棚板をはさみ込むよラにして、 
吸気カバーを矢印方向に差し込むよラに装着ずる。 

(2) 吸気 カバーの 固定 

棚板にあらかじめ開けられたネジ通し巧に機器本体 
同おの皿タツピンネジ（や 4x3 已）2本を通して固月 
ずる。 


7 


2 


3 


已 



確認して頂さたい項目 

判断の基準 

チェック 

(1) 電源は 200 V となっているか？（を 1) 

「H04」 表示び出ないこと 


(2) 調理用付属品はそろっているか？（取扱説明書を参照） 

ずべてそろっていること 


(3) 傷.巧こん等ないか？ 

傷-巧こんのないこと 


(4) キャビネット前面扉との面合わせは、ほぼ同面か？ 

ほぼ同面にそろっていること 


(已）タッチパネルの操作確認（を 2) 

正常に点打表示され、操作で 
さること 


(6) 表示部等の点打表示確認（を 2) 

正常に点灯表示ずること 


(7) レンジの動作確認（コップに水を入れ、約1分程運転ずる） 

水び温まること 


(8) オーブンの動作確認（オーブン動作で約1分程運転ずる） 

庫内び温か<なること 



T 言浸 






























































































































